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教育部長兼歴史文化グループ課長（山﨑正弘） 

 それでは、定刻となりましたので、ただいま

より令和元年第５回教育委員会定例会議のほう

を始めたいと思います。 

 進行を竹谷教育長、よろしくお願いいたしま

す。 

教育長（竹谷好弘） 

 皆さん、こんにちは。 

 令和元年第５回教育委員会定例会議を始めさ

せていただきます。 

 本日の出席委員数は定足数に達しております

ので、会議は成立いたします。 

 なお、会議録の署名委員は、会議規則第20条

第２項の規定によりまして、田川委員、河合委

員を指名いたします。 

 議事に入ります前にご報告がございます。山

崎教育長職務代理者が９月30日をもちまして、

任期満了で退任されるということとなりました。

山崎委員におかれましては、大阪狭山市立第三

中学校校長を退職された後、大阪商業大学堺高

等学校教員をされる中、平成23年10月から本市

教育委員にご就任いただき、同時に教育委員会

を代表する委員長として、教育委員会主催のさ

まざまな行事、文化教育功労者表彰式、こども

フェスティバル、こども園、幼稚園、小・中学

校などのいろんな行事に参加をしていただきま

した。 

 また、教科書の選定におきましては、的確で

率直なご意見をいただき、事務局職員も大いに

学ばせていただきました。 

 本当に長きにわたり、本市教育行政の推進に

ご尽力いただきました。これまでのご功労に対

し心より敬意を表するものでございます。今後

も、これまでと違う立場でご指導、ご鞭撻をい

ただけましたら大変うれしく思います。大変お

疲れさまでございました。事務局を代表しまし

て厚くお礼申し上げます。ありがとうございま

す。これからのご健康と今後のますますのご活

躍をお祈りいたします。 

 それでは、山崎委員、一言。 

教育長職務代理者（山崎 貢） 

 ただいま教育長のほうから身に余るお言葉を

いただきました。大変恐縮しております。 

 本日が私にとって、２期８年の最後の教育委

員会定例会議となりました。一言ご挨拶申し上

げます。 

 振り返ってみますと、８年というのは長くて

短く感じるんですけれども、この８年の中で教

育を取り巻く社会情勢というのは随分大きく変

化したように思います。いろんなことが思い出

されます。 

 その中で５点に絞ってお話ししたいと思いま

す。 

 今から言うのは私自身の印象に残っているこ

とで、事務局の皆さんが一生懸命取り組んでく

れた結果であるということを前もって述べてお

きたいと思います。 

 １点目は、教育予算の充実です。この間、大

津市のいじめによる事件、それから、桜宮高校

の体罰事件がございました。これらの事件は、

中学生や高校生が自らの命を絶つという痛まし

い事件でした。このときに、学校は何をしてい

るんだとか、教育委員会は何か隠しているんじ

ゃないかとか、学校や教育委員会に対しての不

信感、責任はどこにあるんやというようなこと

で非常に厳しい批判にさらされました。これら

の問題を受けて、教育委員会制度そのものが形

骸化しているんじゃないか、教育委員は何して

いるんや、ちゃんと仕事しているんかという問

題がありました。 

 これらを受けて、国のほうで教育委員会制度

が見直され、改定されました。責任の所在がは

っきりし、市長も教育に取り組んでいくという

ことで、教育大綱の作成は市長のほうに委ねら
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れたということもあって、もっと市長部局と教

育委員会が連携をとって教育に取り組まなけれ

ばならない。 

 幸いなことに本市では大きな問題はなかった

んですけれども、前の 田市長の時代から、教

育委員と市長とは年２回、夏と冬に意見交換会

をしてきました。市長のお考えや私たちの意見

も聞いていただいて、随分予算に反映していた

だいたという経過があります。 

 そして、教育委員会制度が改正になって、古

川市政になって、10月にも総合教育会議が開か

れると聞いているんですけれども、市長の思い

や考えをお聞きしたい、あるいは私たちが意見

を述べさせていただいたりしながら、教育予算

に反映させていただきました。 

 その結果、私の知っている範囲では、非常に

厳しい財政の中で、教育予算を毎年増額してい

ただいたと。一つは学校の耐震化、それから、

それに伴う大規模改修、これも南河内で一番早

かったんじゃないでしょうか。 

 そして、最近夏は暑くて、猛暑で大変です。

教室は蒸し風呂のようになっているということ

で、教育委員会議の中でもエアコンが設置でき

ないかなという話になって、市長との懇談の中

で、これもどこよりも早く小・中学校に設置し

ていただいた。 

 それから、最近の大きな課題で、就学前の教

育・保育の問題についても、子育て支援・世代

間交流センターＵＰっぷの設置等、非常に金額

的にも随分大変な事業を素早くできたのも、こ

れも市長部局と教育委員会が連携して、非常に

スムーズなつながりになったんじゃないかなと

思っております。それが１点です。 

 ２つ目は、先ほども申し上げましたように、

就学前教育・保育が非常にこの間、大きな課題

でした。そして、この課題に対して、事務局の

職員が随分一生懸命取り組んでくれた。これは

見ていてわかりました。 

 国も市町村も、保育所の待機児童がどんどん

増えていくという課題、一方では、公立幼稚園

の園児数がどんどん減少していく、このアンバ

ランス。同じ子どもやのにどないなっているね

んということで。 

 ただ、幼稚園を廃園にするとなると、地域か

ら随分反対の声があった。私が委員になったと

きに、山本幼稚園を休園にするという話があり

ました。これは地域住民からも反対の声が上が

ったり、ほとんどの議員さんからも反対されま

したけれども、幸い民間のほうから山本保育園

として転換していただくようなことになって、

これで話が落ちついたという経緯がある。 

 その後も、幼稚園の再編整備については、私

が平成８年に初めて狭山の教育委員会にお世話

になったときには10園あったんですね。キャッ

チフレーズが、親子で歩いて通える幼稚園、す

ばらしい取組みをずっとされてきた。しかしな

がら、時代の流れとともに幼稚園より保育園へ

のニーズは高まった。そんな中で今や幼稚園は

３園に縮小された。その間、保育園のほうも、

こども園として１園を公立では残して、あとは

民間に委ねるという形をとった。これは随分ご

苦労されたと思います。よくやったな。 

 その後も、子ども・子育て支援法が制定され

て、それに伴う作業、去年から今年については、

就学前の子どもの無償化の問題、これも喫緊の

課題で随分頑張っていただいていると。 

 そういうように、最近ではまた、放課後児童

会が、社会教育・スポーツ振興グループから独

立してこども政策部へと組織変更して取り組ん

でいただいた。いずれにしても0歳から15歳ま

での子どもの育ちについて、非常につながりを

大事にしながら一生懸命事務局のほうで取り組

んでいただいた。これは私も非常に印象深いこ

とでした。 
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 ３つ目は、学校園の公開から開かれた学校園

にと、これもよく進んだなと思います。平成13

年でしたか、附属池田小学校の事件がございま

した。それまでは学校は、校門も開いて開かれ

た学校ということで、随分委員会からもやかま

しく開かれた学校園にせなあかんということで

指導されておったんですけれども、あの事件か

ら、子どもの安全がまず第一だということで校

門が閉ざされました。全く開かれた学校から閉

ざされた学校に逆戻りしてしまったんですね。 

 そんな中で狭山として、学校まるごとパック

事業をスタートしました。これは、保護者だけ

ではなしに、地域住民や校区の先生方、教育関

係者誰でもがそれを見に来てもいい。しかも、

授業だけじゃなしに清掃活動、それから、休み

時間あるいは昼休みの子どもたちの遊びの様子、

まさに丸ごと学校の姿を地域の人に見ていただ

く、そして理解をしていただく、これは大きか

ったと思います。 

 地域の人から学校への信頼が高まり、しかも

閉ざされた学校園が、今度は開かれた学校園に

変わってきた。子どもの安全は大事にしつつ、

心も体も開かれていくようなそんな感じを受け

たものです。 

 それから、一番よかったのは、保・幼・小・

中の連携が、この公開から生まれてきたんじゃ

ないか。信頼関係もできてきた。保・幼・小・

中の先生方、職員の方が顔と名前が一致して、

一緒に子どもの育ちを見守っていく、取り組ん

でいくと、こういう姿が私は大変うれしく思い

ました。 

 ４つ目は、この間、市制30周年、それから、

狭山池築造1400年の記念事業がございました。

さまざまな事業にも私は参加させていただきま

した。そして、そんな中で、小さな市ですけれ

ども、狭山の歴史や文化、食に関することや、

狭山のいい面をどんどんＰＲできたんじゃない

か、発信できたんじゃないかなと思います。そ

の中で、私自身がいさせていただいたことを大

変誇りに思います。 

 最後、５つ目は希望なんです。これからの教

育委員会のあり方ということで、今も狭山の教

育委員会は信頼されていると思いますけれども、

より一層信頼される教育委員会、動く教育委員

会になってほしいなと思います。そうなるため

のキーワードは、私は信頼やと思っています。 

 これも、私が西小学校や第三中学校で勤めさ

せていただいたときに、地域の方や保護者の思

いや考え、それを聞く中で、やっぱり信頼して

もらわんと教育は成り立たないなと。信頼して

もらえたらどんどん協力もしてもらえるなとい

うのを実感しました。 

 現在も第三中学校は、「信頼でつながる三

中」という学校教育目標を掲げていると思いま

す。要するに信頼なくして教育はあり得ないと

思っています。教育委員会もまさしく同じやと

思うんです。 

 特に最近、世間の教育委員会に対する目とい

うものは大変厳しいものがあります。皆さん方

も肌で感じているだろうと思うんですけれども、

ぜひともより一層、地域住民の声、それから、

学校園等の教育機関の現場の声を十分聞いて、

また、市長部局としっかり連携をとりながら、

より一層信頼される教育委員会になってほしい

と思います。 

 問題が起こった場合には早期発見、早期対応

というのは昔から言われています。危機意識を

しっかり持ちながら対応していただいて、信頼

される狭山の教育委員会をつくっていただきた

いと思います。 

 私のかわりに10月から来られる方は、実は私

以上に狭山を熟知し、狭山を愛する方です。よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 私のほうは10月から、狭山で学ばせていただ
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いたり、育てていただいたということもあり、

狭山の教育が大好きなんで、一ファンとして、

外野席からエールを送り続けたいと思っていま

す。本当に長い間、皆さんありがとうございま

した。（拍手） 

教育長（竹谷好弘） 

 本当に長い間、ありがとうございました。 

 それでは、議事を進めてまいりたいと思いま

す。 

 まず、教育長活動報告ということで、資料の

ほうを添付しております。９月は９月議会がご

ざいましたので質問の対応、それから、上程し

ております条例とか予算の質疑の対応、そうい

うものが９月にございました。 

 ９月26日、きのうですけれども、本会議は最

終日を迎えて、無事に終了したということでご

ざいます。 

 ここに日程を書いてあるとおりでございます

けれども、９月11日、大阪府教育庁へ訪問をい

たしました。それで、酒井教育長と面談をし、

就任のご挨拶ということでさせていただきまし

た。 

 ９月12日、幼稚園・こども園園長会でもご挨

拶をさせていただきました。 

 ９月14日、井上先生のところの大阪大谷大学

教育学部幼児教育実践研究センター10周年記念

ということで、式典と講演会に参加をいたしま

した。 

 ９月25日は、毎年行っております戦没者、殉

職者の合同追悼式ということに参加をいたしま

した。 

 行動は以上でございます。以上、ご報告とさ

せていただきます。 

 それでは、議事に入らせていただきます。 

 日程第１、議案第14号、令和元年度大阪狭山

市教育委員会文化教育功労者表彰被表彰者の決

定についてを議題といたします。 

 担当のほうから説明をお願いします。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 それでは、議案第14号、令和元年度大阪狭山

市教育委員会文化教育功労者表彰被表彰者の決

定についてご説明をさせていただきます。 

 資料は１ページから３ページのほうでござい

ます。 

 今年度の文化教育功労者表彰につきましては、

教育委員会表彰規程第５条に基づく表彰選考会

を９月11日に開催させていただき、学校や各種

団体からいただきました推薦書をもとに慎重な

審議をいたしました結果、資料にございます10

名を候補者として提案するものでございます。 

 次に、各候補者の推薦理由を簡単にご説明い

たします。 

 ２ページから３ページの一覧表をご覧くださ

い。また、資料とは別に、表彰事務取扱要領を

お配りしておりますので、こちらもあわせてご

覧いただきたいと思います。 

 まず、１番目の方から６番目の方についてご

説明をさせていただきますが、この方々につき

ましては、選考基準第３号の１に該当するもの

でございまして、１番目の方は、昭和63年から

現在に至るまで、大阪狭山市バドミントン連盟

のコーチとして、また、平成16年からは大阪府

レディース・バドミントン連盟南河内地区のブ

ロック長として、女性の競技力向上やバドミン

トン連盟の普及活動に貢献された方でございま

す。 

 次に、２番目の方につきましては、平成20年

から現在に至り、大阪狭山市ソフトボール連盟

小学生男子東野ソフトチームのコーチ兼監督と

して、チームの発展や子どもたちの技術力向上

やモラルアップにご尽力され、社会体育活動に

貢献された方でございます。 

 ３番目の方から５番目の方につきましては、

平成21年５月から現在に至るまで、青少年指導
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員として、長年にわたり各種事業や啓発活動に

ご尽力され、青少年の健全育成と非行防止に貢

献された方々でございます。 

 続きまして、６番目の方につきましては、平

成19年５月からの２年と、平成23年５月から現

在に至るまで青少年指導員として、長年にわた

り各種事業や啓発活動にご尽力され、青少年の

健全育成と非行防止に貢献された方でございま

す。 

 続きまして、７番目の方につきましては、選

考基準３号の２に該当し、本部団体の役員とし

て５年以上にわたり顕著な功績をおさめた者と

して推薦された方でございまして、平成26年４

月から現在に至るまで、大阪狭山市テニス連盟

の常任理事として、連盟の運営と総括にご尽力

され、社会体育活動の振興に貢献された方でご

ざいます。 

 続きまして８番目の方につきましては、選考

基準第３号の３に該当し、公的機関等が開催し

た文化、スポーツの全国規模大会で入賞した者

として推薦された方でございまして、平成30年

12月９日に開催されました第46回バトントワー

リング全国大会において、スタジオキャッツア

イジュニアの一員として参加し、アンダー15の

部、バトン編成におきまして全国１位を受賞さ

れました。 

 続きまして、９番目の方につきましては、選

考基準第４号の２、学校医として通算して15年

以上勤務した者として推薦された方でございま

して、平成16年４月から現在に至り、大阪狭山

市立南第三小学校、こども園の学校園の内科医

として、児童・園児の健康の保持増進に尽力さ

れ、学校保健の推進に貢献された方でございま

す。 

 最後でございます。10番目の方につきまして

は、選考基準第４号の３に該当し、教育委員会

が表彰することが適当であると認められる者の

その他としまして推薦された方でございます。

平成21年７月から現在に至り、大阪狭山市文化

財保護審議会委員として、本市に所在する建築

物の歴史的価値、文化的価値及び保存活用に関

しまして貴重な提言をいただいております。 

 また、本市で開催した特別展における重要文

化財展示の指導を行うなど、文化財行政にご指

導を賜っております。 

 以上10名の方々を候補者として選考いたしま

したので、ご審議くださいますようよろしくお

願いいたします。 

 以上でございます。 

教育長（竹谷好弘） 

 ありがとうございます。 

 ただいまの説明につきまして、委員の皆様、

何かご意見、ご質問等ございませんでしょうか。 

 ないようでございますので、本案を原案のと

おり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

教育長（竹谷好弘） 

 ありがとうございます。異議なしと認めます。 

 それでは、日程第１、議案第14号、令和元年

度大阪狭山市教育委員会文化教育功労者表彰被

表彰者の決定については承認をされました。 

 続きまして、日程第２、報告第14、次期大阪

狭山市教育振興基本計画（令和２年～６年度）

の体系・骨子についてを議題といたします。 

 担当に説明を求めます。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 それでは、報告第14号、次期大阪狭山市教育

振興基本計画（令和２年～６年度）の体系・骨

子についてご説明をいたします。 

 資料につきましては、４ページから５ページ

までございます。５ページの資料をご覧いただ

きながらご説明をさせていただきたいと思いま

す。 

 体系・骨子案につきましては、７月10日に開
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催いたしました第２回及び今月、９月６日に開

催いたしました第３回の教育振興基本計画の策

定委員会で、委員の皆様方にご審議していただ

き、その際に頂戴しましたさまざまなご意見等

を踏まえ、本日お示ししております資料をもっ

て成案とすることで決定されたものでございま

す。 

 まず、第２回策定委員会では、資料の左端に

記載しております国や府の動向を踏まえ、現計

画の期間中に実施しました取組みの成果と、本

年４月に実施しました市民及び教職員アンケー

トの調査結果をもとに、次期計画に向けた課題

について議論、検討いただき、資料中央の上段

に記載しておりますとおり、非認知能力の展開

に重点を置いた保・幼・こ・小・中の連携強化、

子どもたちの道徳心や規範意識の低下を改善す

るための取組み、一人ひとりの教育的ニーズに

応じた支援や、子どもたちが抱える課題に対す

る組織的な支援体制の構築、性的マイノリティ

ーや外国人生徒への対応といった多様性理解、

よりよい学校運営を進めるための外部人材の活

用など、教育現場における取組みのさらなる充

実や、学校運営や学校経営改革の推進などが課

題として整理されました。 

 また、子どもの居場所づくりのための取組み

や学校を拠点とした学校・家庭・地域との連携

のための体制構築、人生100年時代を迎えるに

当たり、健康づくりのためのスポーツや生涯学

習の機会の充実、さらには市内の歴史文化遺産

の価値や魅力を発信するとともに郷土愛を育成

することで、地域教育、地域人材の育成に努め

ることも必要であると整理をさせていただいた

ところでございます。 

 なお、資料中央の下段には、第２回策定委員

会における主な意見としまして、策定委員の皆

様方からいただきました主なご意見を４つの区

分でまとめさせていただいております。 

 まず、地域と学校との連携・協働やコミュニ

ティ・スクールの導入についてでございますが、

コミュニティ・スクールについては、平成29年、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改

正により、その設置については努力義務とされ

たところでございまして、本市においても、必

要性は認めるものの、地域の実情として、次代

を担う人材の確保が困難になっている状況であ

り、実現可能で効果的なコミュニティ・スクー

ルの導入方法を検討してほしいというご意見が

ございました。 

 次に、国語力の低下について、幼少期、就学

前の子どもたちの言葉に触れる機会、本を読む

という環境を整え、どう保障していくかという

ことは、国語力の向上だけでなく、コミュニケ

ーション力の育成にもつながるので、読書環境

の整備・充実は重要であるというご意見がござ

いました。 

 次に、生涯スポーツについて、長寿社会を見

据えた高齢者への取組みを積極的に実施するこ

とで生み出される財源を子どもたちのスポーツ

活動に還元するような循環型のまちづくりを目

指せないかということ、そして、郷土愛につい

て、狭山池を生かすとともに、地域ごとの地元

に密着した歴史を勉強できるような地元学的な

取組みを検討することで郷土愛が育まれるので

はないかというご意見をいただきました。 

 これら策定委員の皆様のご意見を反映させて

いただき、第３回策定委員会において審議の結

果、次期計画の基本方針とその重点の両方を資

料右側に記載しておりますとおり、４つの基本

方針と16の重点目標に定めさせていただきまし

た。 

 ここで、別途お配りさせていただいておりま

す教育総務グループの参考資料もあわせてご覧

いただきたいと思います。 

 まず、基本方針１でございますけれども、現
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行計画の基本方針でもある、これからの社会を

生き抜く力を養いますとしております。次期計

画の基本方針につきましては、子どもたちの規

範意識、自尊感情、他者への思いやり、主体的

に判断し適切に行動する力などを育む、このこ

とに対応するため、現行計画の基本方針１の重

点目標の一つでございます現代的課題に対応し

た教育の推進を次期計画では基本方針に格上げ

し、新規で、一人ひとりを大切にする教育を推

進しますとしております。 

 次期計画の基本方針３につきましても、課題

分析等から地域に信頼される学校づくりを進め、

学校だけではなく、地域の資源を活用し、地域

が学校にかかわり、子どもの学びや育ちを支え

ることが可能となる環境づくりが重要となるこ

とから、新規で、持続可能な社会のための教育

環境を充実しますとし、現行計画の基本方針２

の安全で快適な教育環境を整備しますと、３の

学校・家庭・地域が連携した教育を推進します

との統合としております。 

 次期計画の基本方針４は、地域のことを学ぶ

こと、また自らを高める生涯学習を通じて、自

らのまちに対して愛着を持つことから、現行計

画の基本方針の４、生涯にわたるスポーツ・学

習活動を支援しますと、５の郷土愛を育み、歴

史・文化を振興しますを統合し、新規で、郷土

を愛し自ら学び、高め合う学習を推進しますと

させていただいております。 

 最後に、今後の次期教育振興基本計画の策定

作業等の予定といたしましては、本日ご報告さ

せていただきました体系・骨子に基づきまして、

来月４日に総合教育会議を開催させていただき、

市長部局との意見交換を行い、第４回及び第５

回策定委員会において、個々の基本方針及び重

点目標に関連する施策や取組みの内容につきま

して、検討、精査を進め、その目指すべき方向

性や達成目標などを決定し、計画素案を策定す

る予定でございます。 

 なお、計画素案が確定した際には、改めて教

育委員会に報告させていただき、パブリックコ

メントを経て、最終の答申を第６回の策定委員

会でいただく予定としております。 

 以上、大変簡単ではございますが、次期大阪

狭山市教育振興基本計画の体系・骨子の説明と

させていただきます。 

教育長（竹谷好弘） 

 ありがとうございます。 

 ただいまの説明につきまして、何かご意見、

ご質問等ございませんでしょうか。 

教育長職務代理者（山崎 貢） 

 非常に整理されたなというのが第一印象です。

現在の教育振興基本計画には５本の基本方針、

重点課題が第１基本方針で６目標ですね。２で

２、３で３、４で２、５で２ということで余り

バランスがよくないので、それを４つの柱に整

理した上で、重点目標を４つにした。前回のは

どっちにつくんかなあというような曖昧なとこ

ろを整理していただいたなと感じまして、基本

的には賛成したいと思います。 

 そこでちょっと質問なんですが、２の一人ひ

とりを大切にする教育を推進しますのうちの４

ですけれども、多様性理解の推進というのは、

これは在日外国人とか、あるいは最近よく言わ

れる性的マイノリティーの問題とか、そういう

のを含んでいるのかな、ちょっとその辺を教え

てください。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 今ご指摘いただきましたとおりでございまし

て、外国籍の方、それから、いわゆる性的マイ

ノリティー、ＬＧＢＴと言われる部分ですけれ

ども、そういった部分を全て包括するような形

で今後、事業展開のほうに結びつけていきたい

というふうに考えております。 

 以上でございます。 
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教育長職務代理者（山崎 貢） 

 １とちょっと重なる部分もあるかなというの

を感じたんですけれども、１の場合は子ども理

解、支援教育ということではっきり対象が誰に

なるかいうのが、あるいはどの家庭になるかと

いうのがはっきりしているのでいいなと思いま

す。結構です。 

教育長（竹谷好弘） 

 ありがとうございます。 

 それではほかにご意見、ご質問等ございませ

んでしょうか。 

教育長職務代理者（山崎 貢） 

 なければ。さっきの第２回策定委員会におけ

る主な意見の中で、コミュニティ・スクールの

導入について、地域が十分成熟していないので

心配やと。それで地域の実態を十分把握した上

で、可能であれば導入してもらいたいような意

見が策定委員会からも出ているし、それから、

アンケート調査結果の６番目に、あくまで地域

が相互の連携、協力することによって、地域で

子どもを育てるということが、やっぱり狭山で

も一番大事になってくると思うんですね。 

 そんな意味で、平成29年にコミュニティ・ス

クールが努力義務になったわけですけれども、

これは次回の基本計画の中では実現できる方向

で十分検討してほしいなというのが私の意見で

す。河内長野はもうやっているでしょう、これ。

多分ほかの市もどんどんこの５年間でやってい

くと思うんです。 

 コミュニティ・スクールを導入することによ

って、逆に地域の力をもらう、学校園のほうが

ね。あるいは地域がそれで育っていく、人材が

育つというのか、そんなのが、うまいことはい

かないと思うんやけれども。口で言うのはやす

しやけれども、地域の人材が育っていないんや

ったら、余計に学校が中心になって、子どもを

みんなで見るということで地域の人材を育てる

というような方向でコミュニティ・スクールを

考えていったらいいん違うかなと思うんです。

また参考にしてください。 

教育長（竹谷好弘） 

 事務局、何かご説明ありますでしょうか。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 今、大変貴重なご意見をいただいたのかなと

いうふうに思っております。アンケートもそう

でございますけれども、策定委員会の中でも、

やはり地域人材がかなり不足しているというよ

うなことが大変課題になっているというご意見

がございまして、コミュニティ・スクールの導

入をきっかけにしまして、将来のまちの担い手

をきちっとコミュニティ・スクールの活動事業

の中でできるような、実現可能な取組みを進め

ていっていただきたいというようなご意見がご

ざいましたので、今委員にご指摘いただいたと

おり、本当に人を育てる、これからの未来の担

い手を育てるというためには、当然この取組み

について十分慎重に検討もしながら、計画期間

の中で可能な限り進めてまいりたいというふう

に考えておりますので、ご理解いただければと

思います。以上でございます。 

教育長（竹谷好弘） 

 ありがとうございます。 

 ほかに何かご意見、ご質問等ございませんで

しょうか。 

 ないようでございますので、本案について原

案のとおり承認することにご異議ありませんで

しょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

 ありがとうございます。それでは、承認され

ました。 

 続きまして、日程第３でございます。報告第

15号、令和元年度全国学力・学習状況調査にお

ける結果と分析の概要についてを議題といたし

ます。 
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 担当に説明を求めます。 

教育部副理事兼学校教育グループ課長（尾島 

肇） 

 それでは、報告第15号、令和元年度全国学

力・学習状況調査における結果と分析の概要に

ついてご説明いたします。 

 お手元に別添資料のほうをお配りしておりま

すので、そちらをご覧ください。 

 表紙をめくっていただきまして、まず、１ペ

ージから３ページにかけて、令和元年度全国学

力・学習状況調査の１番、調査の概要、２番、

調査結果の取扱いについて、３番、分析の方法

についてということで記載しております。これ

につきましては、平成31年４月18日木曜日に、

小学校６年生、中学校３年生を対象に実施した

調査の結果の分析となってございます。 

 続きまして、４ページをおあけください。 

 ４ページと５ページの見開きでは、小学校の

学力調査の結果概要について記載しております。 

 続きまして、６ページから８ページにつきま

しては、中学校の学力調査の結果概要について

記載しております。 

 小学校、中学校ともに国語の平均正答率が全

国平均値を下回っております。一方で、算数・

数学では、小学校で約２ポイント、中学校では

わずかながら全国平均値を上回る結果となって

おります。 

 そして、中学校につきましては、今年度初め

て英語の調査が実施されました。これにつきま

しては全国平均を１ポイント上回る結果となっ

ておりまして、特に書くことの領域におきまし

ては、本市で取り組んでおりますスコア型英語

能力判定テストの成果があらわれておりまして、

全国平均値を約５ポイント上回る結果となりま

した。 

 続きまして、９ページをご覧ください。 

 ９ページから10ページにかけましては、質問

紙調査の中から幾つかの項目について、平成29

年と30年と経年比較した結果を掲載しておりま

す。例年の傾向でございますが、９ページの質

問項目の上から３つ目ですけれども、学校の決

まり・規則を守っていますかという質問に対し

まして、本市の児童・生徒の肯定的な回答の割

合が年々高くなっているという特徴がございま

す。 

 続きまして、11ページをご覧ください。 

 今年度、本市におきましては国語の調査結果

に課題が見られましたことから、国語の授業で

学習したことの活用という内容にスポットを当

てて、児童・生徒の質問紙調査の状況を掲載し

ております。 

 調査の結果、小・中共通で９項目、国語に関

する質問がございますが、小学校では９項目中

全てにおいて、中学校では９項目中６項目にお

いて、肯定的な回答の割合が全国平均並みか全

国平均を上回っているということがわかりまし

た。つまり、結果は芳しくなかったんですが、

国語に対する授業の評価、子どもの捉えという

のは肯定的であるということがわかってまいり

ました。 

 しかし、調査での子どもの課題としましては、

小学校、中学校とも、国語で学んだことを実生

活で活用するという出題内容で共通して課題が

見られております。 

 続きまして、12ページをご覧ください。 

 12ページ、13ページでは、児童・生徒主体の

授業の実施状況について、児童・生徒側からの

印象を全国あるいは大阪府と比較した内容につ

いて掲載しております。例えば学級の友達との

間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深め

たり広げたりすることができていると思います

かという質問項目が一番上のほうに、小学校・

中学校とも掲載させていただいておりますが、

小学校については肯定的な回答をした児童の割
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合が８割を超えているということで、話し合い

活動が意味あるものであると、小学校では一定

授業改善の効果があらわれているというふうに

捉えております。一方で、中学校では依然課題

となっております。 

 続きまして、14ページ、15ページでございま

すけれども、こちらでは質問紙調査と学力調査

の平均点をクロス集計いたしまして、その関連

が認められた項目を６つずつお示ししておりま

す。 

 例えば朝食を毎日食べていると回答している

子どもほど平均正答率が高く、全くしていない

という子どもほど平均正答率が思わしくなかっ

たというような、一定質問紙調査と学力調査の

相関があるのではないかと思われるような内容

を拾い出しております。 

 最後、16ページのほうには、こちらの内容は

９月30日を目途に、市のホームページ上で公開

する予定にしておりまして、家庭に向けたメッ

セージとともに、学校園教職員の実践10カ条を

掲載しております。 

 こちらの公開にあわせて、各小・中学校でも

各校ごとに全国学力調査の結果を踏まえた分析

と今後の取組みの方策をまとめている最中でご

ざいまして、こちらも同じく９月30日月曜日を

目途に各校のホームページに掲載予定している

ところでございます。 

 これらの結果分析を有効に活用いたしまして、

今後の学力向上につなげてまいりたいと、その

ように考えております。 

 以上、簡単な説明ではございますが、ご審議

のほどよろしくお願いいたします。 

教育長（竹谷好弘） 

 ありがとうございます。 

 それでは、今説明がありました報告につきま

して、何かご質問等ありますでしょうか。 

教育委員（河合洋次） 

 質問紙調査のほうで、朝食を毎日食べていま

すかといった基本的な生活習慣に対する肯定的

な回答の割合がここ３年で最も高くなっている

と書いてあるんですけれども、これは何か特別

な教育とかされたんですか。 

教育部副理事兼学校教育グループ課長（尾島 

肇） 

 朝食については、学校のほうで早寝早起き朝

ご飯ということでの呼びかけを行っているとこ

ろでございます。そういったことが大事ですよ

ということで教育委員会からは言わせていただ

いておりまして、各校で声をかけていただいて

いるような成果が出ていたのかなと思う一方で、

年によって、この数値も上がったり下がったり

ということもございます。 

教育委員（河合洋次） 

 学力調査の関係で朝食を食べていたというの

と正答率、本当に関係があるのかどうかはっき

りしませんけれども、一応相関は出ているので、

生活習慣、朝食を食べるとかいう大切さとかを

しっかり学校でも指導していっていただきたい

なと思います。 

教育長（竹谷好弘） 

 ありがとうございます。 

 ほかにご意見はございますでしょうか。よろ

しいですか。 

教育長職務代理者（山崎 貢） 

 正答率より、私は無回答率というのを重視し

ているんです。だから、国語は小・中とも課題

があるんですけれども、小学校の国語の無回答

率は５％、全国の6.2、大阪府の７より少ない

ですね。それから、算数についても２％、全国

よりも下回って少ないですね。 

 中学校の国語は全国よりは多いですけれども、

大阪府と同じやと。数学は、全国より少ない。

英語は全国よりかなり少ないということで、や

っぱり狭山の子というのは一生懸命取り組むん
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やね、試験なんかに対してもね、諦めんと。結

果が出ていない部分はあるんやろうけれども、

この辺私は大事なことやなと思います。 

 ただ毎年のことながら、小・中とも国語に課

題があるし、それから、９ページの一番下、こ

れも前の総合教育会議の中でも出てきたと思い

ます。学校以外での読書量、読書時間がものす

ごく低い。全国と比べて、小・中とも５ポイン

ト、一番下なんですけれども、全国は65.7。読

書量あるいは読書力と国語というのは非常に関

係深いとは思うんですけれども、ちょっとこれ

は毎年のことながら、本当に本を読む狭山っ子

にしてほしいな、読書する狭山っ子に。どない

したらいいのか、学校現場ともよく協議して取

り組まなあかんと思う。もっと国語力がつくや

ろうと思いたいですけれども。心残り、この何

年間で。 

 河合委員はずっと読書せなあかんという意見

は言うてはりますし、教育委員の総意やと思い

ますので、何とかそういう読書する子どもを多

く育ててほしいし、今やっているのかな、生ま

れた赤ちゃんの親御さんに絵本を贈るの。 

教育委員（田川宜子） 

 ブックスタート。 

教育長職務代理者（山崎 貢） 

 ブックスタート、今もやっているの。 

教育委員（田川宜子） 

 やっています。 

教育長職務代理者（山崎 貢） 

 そのときに例えば読み聞かせのやり方とか、

そんなのも含めて、生まれたときから取り組ん

でいかんと、なかなか。家庭にもよるからね。

何とかそういう読み聞かせができない親御さん

にも、何とかできるような形で支援してほしい

なと思います。 

教育長（竹谷好弘） 

 ありがとうございます。 

 何か事務局のほうで補足説明等ございません

でしょうか。 

教育部副理事兼学校教育グループ課長（尾島 

肇） 

 山崎委員おっしゃるとおり、読書のこの結果

を見て、私たちも国語の結果を見て、改めて非

常に課題であると感じました。 

 少しでも効果があらわれればということで２

点取り組んでおりますのが、１つは読書の推進

ということで、今年度、既に２回ではあるんで

すが、図書館司書さんと学校の教員、学力向上

担当とせんだっての連絡会では、本当に地道な

んですけれども、読書カードをどんなのを使っ

ていますかという意見交換を司書さん同士でや

っていただいたり。これは効き目があるんじゃ

ないかと、まだ決まっていないんですが、そう

いうものをお互い持ち合うようなそんな取組み

につなげられたらなということです。 

 それと、何度かご紹介させていただいていま

す第七小学校の学校図書館モデル事業で、せん

だって授業を私も見に行かせていただいたんで

すが、家庭科の授業でどんなものをメニューに

するかと。幾つか条件をつける。その条件をク

リアする、家庭科の授業で行える、アレルギー

にも配慮するというようなことをどう資料を引

っ張るかということで、そこで実はパソコン教

室で行ったんですけれども、インターネットで

入手するよさと、ぱっと写真で見たり、つくり

方を手元においてという本の良さと、デジタル

コンテンツの良さが両方あるし、これからの時

代の子どもたちはその両方をうまく組み合わせ

て使いこなすような子どもたちを育てていかな

いといけないんじゃないかという気付きもあっ

たりで、そういった取組みをしているのが１点

です。 

 あと、国語が振るわない、今年度は非常にシ

ョックな内容でしたのは、中学校で出題された
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手紙の宛名書き。これは実は小学校の３年生ぐ

らいから何度も何度も書写で取り扱う内容が、

中学校で満点がとれない。３つぐらいの条件を

満たして正答できないという課題がよくわかり

ました。そういう機会をもっとつくっていって

くださいというので、これはカリキュラムマネ

ジメントと言われていますが、総合的な学習な

どとともに、そうやって本当に相手意識を持っ

て働きかけていく中で定着する国語力があると

思うので、そういった部分の研究をぜひ進めて

ほしいということ、少しずつそういった形で成

果を出していければと考えております。 

 以上です。 

教育長（竹谷好弘） 

 ありがとうございます。 

 山崎委員、どうぞ。 

教育長職務代理者（山崎 貢） 

 まさにさっき実践、実生活に展開できないと

いうか、応用できないというとこら辺に課題が

ある。今の手紙の宛名の書き方というのは、結

局知識としてはある程度伝達はしてきているん

やけれども、それが結局、いざ自分が出会うよ

うな場面とかというのに経験をなかなかしない

場合は生活としての役立ちの中につながってい

かない。というのは、そういうような部分とい

うのは、本市の場合、子どもが抱える課題にな

るのかなというのは感覚的には感じています。

感想です。 

教育部理事（酒匂雅夫）    

 山崎委員がおっしゃっていた無回答率が低く

て、最後まで頑張る子ということで言っていた

だいたんですが、基本的にはそのとおりだと思

っているんですけれども、ただ中学生の全国学

力・学習状況調査の結果よりも、６月に中学校

３年生がやっているチャレンジテストのほうが

さらに力を発揮しているので、中学校チャレン

ジテストの場合はいわゆる内申に影響するとい

うのがあるんですけれども、そうじゃない全国

学力・学習状況調査も含めて、何事も全力で最

後まで頑張ろうというのは、さらに今後とも指

導していかなあかんなと思います。 

 以上です。 

教育長（竹谷好弘） 

 ありがとうございます。 

 ほかに何かご意見等ございませんでしょうか。

よろしいですか。 

 それではないようでございます。 

 本案を原案のとおり承認することにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 ありがとうございます。それでは、報告第15

号は承認されました。 

 続きまして、日程第４、報告第16号、平成30

年度（2018年度）大阪狭山市一般会計決算（教

育委員会関係）についてを議題といたします。 

 担当に説明を求めます。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 それでは、報告第16号、平成30年度（2018年

度）大阪狭山市一般会計決算（教育委員会関

係）についてご説明をさせていただきます。 

 資料につきましては、７ページから９ページ

のほうでございます。 

 資料に基づきまして、決算の概要についてご

説明をさせていただきます。 

 まず、８ページをご覧ください。 

 一般会計でございますが、歳入総額では、前

年度よりも約10億1,700万円多い205億3,383万

6,149円となりました。 

 歳出総額は、前年度よりも約９億7,900万円

多い200億2,360万2,400円となっております。

増減率では、歳入でプラス5.2％、歳出でプラ

ス5.1％、歳入歳出差し引きではプラス8.1％と

なっております。 

 教育費の歳出総額は26億7,308万2,269円とな
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っており、前年度より3.6％の増額となってお

ります。 

 資料９ページの民生費では、歳出総額が97億

5,994万6,364円となっておりまして、うち教育

委員会関係分として43億6,314万1,155円を支出

しており、増減率では前年度よりプラス28.8％、

９億7,662万9,168円の増額となっております。 

 続きまして、科目別の主な増減要因について

ご説明をいたします。 

 ８ページの教育費、教育総務費では、前年比

で約190万円減少しておりますが、これは教育

委員会費で計上しております学校施設の長寿命

化計画策定に伴い約1,100万円の増額があった

ことに対しまして、教育管理費では、人事異動

等による人件費の減少、また、教育指導費にお

いては、発達障がい早期支援研究事業の関連予

算、図書館図書整備費、各学校に配備した大型

テレビの購入などの備品費が減少しており、そ

の差額が教育総務費の減少の主な要因でござい

ます。 

 次に、小学校費の約9,500万円の減少につき

ましては、平成29年度の小学校整備費における

第七小学校の屋内運動場大規模改造工事、こち

らにつきましては約１億7,000万円でございま

すが、こちらの完了によるものでございます。 

 また、小学校管理費の増加については、昨年

の台風21号による小学校倒木処理で要しました

費用と学校体育館及び普通教室に設置しました

Ｗｉ－Ｆｉ整備によるものが主な要因でござい

ます。 

 次に、中学校費の約３億3,700万円の増加に

つきましては、中学校整備費で、第三中学校の

特別教室棟ほかの大規模改造工事費が主な要因

でございます。 

 また、小学校管理費と同様に、中学校管理費

の増加につきましても、学校体育館及び普通教

室に設置しましたＷｉ－Ｆｉ整備によるものが

主な要因でございます。 

 次に、幼稚園費の約5,500万円の減少につき

ましては、平成29年度の幼稚園整備費における

幼稚園３園のトイレ改修及びエアコンの整備工

事の完了などにより、約１億300万円の減少が

あったことに対しまして、幼稚園費では、西幼

稚園及び南第二幼稚園の解体撤去工事費が増加

し、その差額が減少の主な要因となってござい

ます。 

 次に、社会教育費の約4,600万円の減少につ

きましては、公民館費で外壁調査業務の減少、

郷土資料館費では印刷製本費や文化財展示等業

務委託料の減少、文化財保護費では、発掘調査

業務、狭山池測量調査業務、歴史文化基本構想

策定業務、史跡狭山池保存計画策定業務でそれ

ぞれ減少しており、社会教育施設管理費ではふ

れあいの里トイレ改修工事の完了により減少が

ございました。 

 これらが減少の主な要因となってございます。 

 次に、保健体育費の約4,500万円の減少につ

きましては、社会体育施設管理費におきまして

は、南青少年運動広場防球フェンス工事の完了

に伴う減少、また、学校給食施設管理費におき

ましては、学校給食センターの第２期改修工事

の完了などが減少の主な要因でございます。 

 ９ページに移りまして、民生費の児童福祉費

の約９億7,600万円の増加につきましては、児

童福祉総務費においては民間保育園等施設整備

費補助金、子育て支援センター費においては子

育て支援世代間交流センター・ＵＰっぷの新築

工事によるものが主な増加の要因でございまし

て、これに対しまして、児童措置費では児童扶

養手当の減少、放課後児童健全育成事業費にお

いては北放課後児童会プレハブ教室建設工事の

完了により減少しており、その差額が児童福祉

費の増加の主な要因となってございます。 

 以上、簡単ではございますが、教育委員会関
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係の一般会計決算報告とさせていただきます。 

教育長（竹谷好弘） 

 ありがとうございます。 

 ただいまの説明につきまして、何かご意見、

ご質問等ございませんでしょうか。 

 それでは、本案を原案のとおり承認すること

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 ありがとうございます。 

 報告第16号は承認されました。 

 続きまして、別の日程になります。日程第５

号、報告第17号、追加議案ということで、これ

につきましては、事前に委員の皆様にはご連絡

をいただいている案件でございます。大阪狭山

市教育委員会事務局の管理職人事異動について

ということで、担当に説明を求めます。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 それでは、報告第17号、大阪狭山市教育委員

会事務局の管理職人事異動についてご説明をさ

せていただきます。 

 お手元の資料、大阪狭山市教育委員会事務局

の管理職人事と書かれた資料のほうをご覧くだ

さい。 

 教育委員の皆様には、事前に人事異動の内示

概要をお知らせさせていただいておりましたが、

このたび正式な内示が終わりましたので、人事

異動の概要についてご報告をさせていただきま

す。 

 なお時間の関係上、この場におきましては、

課長級以上の異動内容についてのみご説明をさ

せていただきたいと思いますので、課長補佐の

異動につきましては、資料によりご確認をいた

だきたいと存じます。 

 それでは、教育部関係でございます。教育部

への転入でございますが、令和元年10月１日付

をもちまして、市民生活部生活環境グループの

神楽所課長が市長部局から教育委員会に出向さ

れ、教育部学校給食グループ課長に着任いたし

ます。 

 次に、内部異動でございます。現在、山﨑教

育部長が歴史文化グループの課長を兼務してお

りますが、この兼務を解き、教育部学校給食グ

ループの寺本課長が歴史文化グループの課長に

異動いたします。 

 以上、簡単ではございますが、人事異動の説

明とさせていただきます。 

教育長（竹谷好弘） 

 ありがとうございます。 

 ただいまの説明について何かご質問等ござい

ませんでしょうか。 

 ないようでございますので、本案を原案のと

おり承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。報告第17号は承認さ

れました。 

 本日の議案は以上でございます。これをもち

まして、本日の教育委員会定例会議を閉会いた

します。 

                  以上 
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